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▲八幡神社粥づけ（糸貫地域上高屋） 
西暦1621年に始まったとされ、毎年旧暦の1月15日 
早朝に行われ、竹に入れた粥や小豆の量で、その年の農 
作物の作柄を占う神事。 
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　３月５日～２０日、平成１９年第２回議会定例会を開き、報告１、条例改正１８、 

規約改正等２、当初予算７、補正予算７、その他４、発議４を審議・決定しました。 

 

意見書を可決 議員提案による  

●3月議会開かれる● 

3月議会開かれる 3月議会開かれる 

　じん肺については、予防対策、健康管理の充実等、国においても各種対策が講じられてきたところであるが、

トンネルじん肺問題は未だに解決されていない状況にある。こうした中、全国11ヶ所の地方裁判所で審理が進

められてきたトンネルじん肺訴訟の中で、東京地裁、熊本地裁及び仙台地裁において、国の規制権限の不行

使を違法とする司法判断が示された。トンネルじん肺は、そのほとんどが公共事業によって発生した職業病で

あること等から、規制権限を有する国が責任を持って解決に向けて取り組むべき重要な問題である。よって、

国におかれては、発注者及び施行者に対する適切な指導を行うとともに、トンネルじん肺根絶の抜本的な対策

等に早急に取り組まれるよう意見書を提出する。 

　本年から開始するとされている日豪ＥＰＡ（経済連携協定）／ＦＴＡ（自由貿易協定）交渉に対し、豪州政府

は農産物も含む関税撤廃を強く主張するとみられ、豪州政府の要求通り、農産物の輸入関税が全面的に撤廃

されるようなことになれば、政府の試算でも、牛肉、酪農、小麦、砂糖の主要４分野で約８,０００億円もの打撃を受

け、関連産業や地域経済への影響を含めると、２兆から３兆円規模になるとされている。また、食料自給は30％台

に低下するなど日本の農業と食料は壊滅的な打撃を受けることになり、農林業の多面的機能が失われ、農山村

の崩壊、国土の荒廃、環境の悪化を招くこととなる。さらに、昨年、干ばつによって大減産となったように豪州の農

業生産条件は極めて不安定であり、これに安易に依存することは、世界的な食料不足、危機が心配されている

中で、日本の食料安全保障を危うくする結果を招きかねない。私たちは、日豪ＦＰＡ／ＦＴＡ交渉にあたり、日本

農業に多大な影響を与える重要品目を交渉から除外するなどの対策を求める意見書を提出する。 

トンネルじん肺根絶の抜本的な対策等を求める意見書 

日豪ＥＰＡ／ＦＴＡ交渉に対する意見書 
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3月議会開かれる 

6議員が一般質問に立つ 3 月定例議会 

一
　
般
　
質
　
問 

　
田
　
文
一
　 

 
 

　
西
部
連
絡
道
路
も
ほ
ぼ
見
通
し

が
つ
い
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
に

伴
う
東
西
市
道
の
整
備
計
画
及
び

安
全
安
心
な
通
学
が
で
き
る
通
学

路
の
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
か
。
ま
た
、
廃
線
に
な
っ

た
名
鉄
揖
斐
線
の
1
5
7
号
線
に

架
か
る
線
路
及
び
ガ
ー
ド
を
撤
去

し
、
道
路
を
フ
ラ
ッ
ト
化
す
る
事

は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

  

　
　
　
　
　
　
内
藤
・
市
長 

　
西
部
連
絡
道
路
に
交
差
す
る
東

西
の
国
県
道
は
、
市
南
部
か
ら
岐

阜
関
ヶ
原
線
、
北
方
真
正
大
野
線
、

国
道
3
0
3
号
、
屋
井
黒
野
線
、

岐
阜
大
野
線
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
道
路
に
つ
い
て
は
、
新
市
建

設
計
画
に
お
い
て
、
市
を
南
北
に

縦
断
す
る
道
路
を
中
核
に
、
県
と

連
携
し
て
地
域
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
充
実
を
進
め
ま
す
。 

　
通
学
道
路
計
画
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
後
2
車
線
以
上
の
道
路
を

整
備
す
る
場
合
は
原
則
と
し
て
歩

道
を
設
置
し
、
歩
行
者
の
交
通
安

全
確
保
を
は
か
り
ま
す
。
危
険
を

指
摘
さ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、

現
状
確
認
の
上
、
順
次
対
策
を
と

り
ま
す
。
立
体
交
差
箇
所
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
具
体
的
な

整
備
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
今
後
、
橋
梁
の
撤
去
と
道
路
フ

ラ
ッ
ト
化
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。 

 

 
 

 
 

窓
口
業
務
の
時
間
延
長
を
実
施

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、

窓
口
業
務
に
関
す
る
研
修
の
充
実

を
。 

   

　
　
　
　
　
　
土
川
・
総
務
部
長 

　
平
成
20
年
の
３
月
下
旬
か
ら
４

月
上
旬
に
か
け
て
の
日
曜
日
を
開

庁
し
、
試
行
的
に
実
施
す
る
考
え

で
す
。
ま
た
、
窓
口
業
務
担
当
の

職
員
で
構
成
す
る
「
窓
口
サ
ー
ビ

ス
検
討
委
員
会
」
を
開
催
し
検
討

の
結
果
、
３
月
20
日
に
１
回
目
の

研
修
会
を
開
催
。
19
年
度
以
降
に

つ
い
て
も
継
続
的
に
実
施
し
て
い

く
計
画
で
す
。 

       

　
　
　
　
　
　
土
川
・
総
務
部
長 

 

　
職
員
の
接
遇
研
修
に
つ
き
ま
し

て
は
、
県
研
修
セ
ン
タ
ー
等
の
接

遇
研
修
等
に
参
加
し
て
い
る
ほ
か
、

19
年
度
に
は
職
員
を
対
象
と
し
た

接
遇
研
修
会
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
職
員
の
改
善
提
案
制
度
に
つ

い
て
は
、
19
年
度
ま
で
に
検
討
し
、

実
施
し
ま
す
。 

       

　
　
　
　
　
　
土
川
・
総
務
部
長 

　
自
治
大
学
校
で
の
３
ヶ
月
研
修

に
１
名
、
専
門
研
修
に
６
名
、
そ

の
他
76
人
の
職
員
が
研
修
を
受
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
事
評
価
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
18
年
度
に

「
市
職
員
勤
務
評
定
実
施
要
領
」

を
策
定
し
、
試
行
的
に
実
施
し
ま

し
た
。 

    

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
 

職
員
の
専
門
知
識
や
技
能
を
習 

得
す
る
研
修
と
人
事
評
価
シ
ス 

テ
ム
の
構
築
は 

継
続
的
な
研
修
と
人
事
評
価
シ 

ス
テ
ム
の
実
施 

職
員
の
接
遇
研
修
と
市
政
運
営 

に
関
す
る
改
善
提
案
制
度
の
創 

設
は 

接
遇
研
修
の
開
催
と
改
善
提
案 

制
度
の
検
討
　 

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を 

今
後
の
道
路
整
備
は 

 
時
間
延
長
の
試
行
・
研
修
会
の 

実
施 

　
橋
　
勝
美
議 

員 

※
前
号
の
　
橋
勝
美
議
員
の
質
問
の
「
通
学
路
の

安
全
点
検
は
」
は
「
樽
見
鉄
道
の
経
営
改
善
は
」

の
間
違
い
で
す
。
訂
正
し
お
詫
び
し
ま
す
。 

▲西部連絡道路 
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●一般質問● 

舩
渡
　
洋
子
議 

員 

 
　
妊
娠
や
出
産
に
伴
う
高
額
な
負

担
が
出
生
数
の
低
下
を
招
く
一
因

に
な
っ
て
い
る
と
の
判
断
か
ら
、

厚
生
労
働
省
は
無
料
健
診
の
回
数

は
原
則
２
回
か
ら
５
回
が
望
ま
し

い
と
し
て
い
ま
す
。
本
市
は
４
回

で
す
が
、
さ
ら
に
拡
大
が
で
き
ま

せ
ん
か
。
ま
た
母
子
手
帳
交
付
時

に
、
「
出
産
手
当
一
時
金
委
任
払

い
制
度
」
等
を
、
妊
婦
さ
ん
に
説

明
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。 

   

　
　
内
藤･

市
長 

　
県
内
の
医
療
機
関
で
は
、
だ
れ

が
受
診
し
て
も
国
が
示
す
よ
う
な

基
本
的
な
健
康
審
査
が
、
同
一
内

容
・
同
一
単
価
で
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
県
が
医
師
会
と
協
議
を
行
う

予
定
で
す
。
こ
れ
ら
の
調
整
を
も

と
に
回
数
を
検
討
し
ま
す
。
 

  　
妊
産
婦
に
優
し
い
環
境
づ
く
り

の
た
め
、
マ
ー
ク
を
バ
ッ
ジ
・
ス

ト
ラ
ッ
プ
・
駐
車
用
カ
ー
ド
な
ど

に
活
用
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

こ
れ
ら
を
母
子
手
帳
交
付
の
と
き

に
配
布
で
き
ま
せ
ん
か
。
 

  

 

　
　
内
藤･

市
長 

   　
生
活
情
報
を
視
覚
障
が
い
者
の

方
々
に
提
供
す
る
手
段
と
し
て
、

「
音
声
コ
ー
ド
」
と
「
活
字
文
書

読
み
あ
げ
装
置
」
に
よ
る
方
法
が

あ
り
ま
す
。
公
的
窓
口
に
導
入
す

る
事
に
対
し
助
成
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
普
及
の
た
め
に
も
早
期
導
入

を
。
 

  

　
　
島
田
・
健
康
福
祉
部
長 

　
視
覚
障
が
い
者
の
方
が
直
接
窓

口
に
見
え
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な

い
状
況
で
す
。
ま
た
職
員
が
応
対

す
る
事
で
十
分
可
能
で
す
。
 

 

 

　
行
革
の
目
的
は
、
市
民
の
暮
ら

し
・
福
祉
の
向
上
。
行
政
判
断
だ

け
で
は
な
く
、
市
民
・
関
係
者
の

意
見
を
踏
ま
え
て
方
向
付
け
を
。 

  

　
　
高
木
・
助
役 

　
「
市
民
と
の
協
働
」
を
原
点
と

位
置
づ
け
、
推
進
委
員
会
に
は
か

り
な
が
ら
推
進
し
ま
す
。
 

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、
要

綱
、
基
準
を
さ
だ
め
ま
す
。
 

  

　
分
譲
住
宅
と
し
て
許
可
を
受
け

な
が
ら
工
場
が
建
て
ら
れ
た
こ
と

が
、
農
業
委
員
会
や
地
元
で
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
こ
と

も
あ
り
、
市
と
し
て
の
対
応
策
を

確
立
す
る
べ
き
で
は
。 

  

　
　
服
部
・
産
業
建
設
部
長 

  　
定
率
減
税
の
半
減
（
18
年
度
）

に
よ
っ
て
、
収
入
が
変
わ
ら
な
く

て
も
保
育
料
が
上
が
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
所
得
区
分
見
直
し
を
。 

  

　
　
島
田
・
健
康
福
祉
部
長 

  　
国
保
証
の
取
り
上
げ
に
よ
る
悲

惨
な
事
態
が
全
国
で
起
き
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
い
る
世
帯
へ
は
発

行
し
な
い
等
の
規
定
を
設
け
て
は
。 

  

　
　
杉
山
・
市
民
環
境
部
長 

   　
糸
貫
地
区
の
下
水
道
完
了
予
定

は
43
年
。
市
民
・
市
に
と
っ
て
現

実
的
・
有
利
な
方
向
を
検
討
す
べ

き
で
は
。
 

   

　
　
林
・
上
下
水
道
部
長  

鵜
飼
　
静
雄
議 

員 

本
市
の
４
回
は
岐
阜
圏
域
で
は 

多
い
方
で
す 

 

｢

妊
産
婦
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く 

り｣

の
推
進
と
し
て
検
討
し
ま
す 

 

必
要
性
が
な
い
と
考
え
ま
す 

 

妊
婦
無
料
健
診
の
拡
大
は 

 
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
の
活
用
を 

 

視
覚
障
が
い
者
の
た
め
の
情
報 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
促
進
を 

見
直
し
ま
す 

 

農
業
委
と
早
い
時
期
に
協
議 

市
民
協
働
を
原
点
に
推
進 

資
格
証
明
書
の
交
付
は 

で
き
る
か
ぎ
り
配
慮
し
ま
す 

合
併
浄
化
槽
の
場
合
の
シ
ミ
ュ 

レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
す 

下
水
道
計
画
は
合
併
浄
化
槽
も 

選
択
肢
に 

農
地
法
違
反
へ
の
対
応
策
を 

保
育
料
区
分
の
見
直
し
を 

「
市
民
が
主
役
」
の
行
革
を 
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一
　
般
　
質
　
問 

臼
井 

 

悦
子
議 

員 

 
　
今
後
、
ま
す
ま
す
高
齢
社
会
が

進
む
今
日
、
先
行
き
不
安
な
高
齢

者
の
み
な
さ
ん
に
対
し
て
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
は
、
大
き
な
課

題
で
す
。
さ
ら
に
、
外
山
連
絡
所

の
廃
止
に
よ
り
住
民
の
不
安
は
、

ま
す
ま
す
つ
の
る
ば
か
り
で
す
。

そ
こ
で
援
助
が
必
要
な
65
歳
以
上

の
ひ
と
り
暮
ら
し
、
高
齢
者
等
の

み
の
世
帯
で
、
住
民
票
・
戸
籍
の

写
し
、
各
種
証
明
お
よ
び
市
へ
提

出
す
る
書
類
の
送
達
を
「
宅
配
サ

ー
ビ
ス
」
で
実
施
を
。 

  

　
　
杉
山
・
市
民
環
境
部
長 

　
大
垣
市
で
は
、
支
所
の
統
廃
合

に
と
も
な
い
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
抑
え
る
た
め
の
施
策
と
し

て
、
本
年
１
月
か
ら
、
高
齢
福
祉

課
に
お
い
て
「
住
民
票
等
配
達
サ

ー
ビ
ス
」
を
実
施
し
て
ま
す
が
、

今
の
と
こ
ろ
利
用
が
な
い
と
聞
い

て
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
は
、
在

宅
で
も
住
民
票
・
戸
籍
謄
抄
本
の

申
請
・
交
付
が
、
郵
便
局
備
え
つ

け
の
申
請
書
で
請
求
で
き
る
「
郵

送
サ
ー
ビ
ス
」
が
、
平
成
17
年
９

月
か
ら
再
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

方
に
用
件
を
伝
え
制
度
の
活
用
を
。

ま
た
、
電
話
な
ど
で
相
談
や
説
明

を
し
、
で
き
る
限
り
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
抑
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
ま
す
。
 

           

　
　
杉
山
・
市
民
環
境
部
長 

  

 

　
も
と
バ
ス
市
民
利
用
者
会
議
で

検
討
さ
れ
た
の
か
。 

  

内
藤
・
市
長 

　
予
算
編
成
の
1
月
末
ま
で
に
、

市
民
利
用
者
会
議
を
開
催
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
18
年
度
並
み
で
予

算
を
提
出
し
ま
し
た
。
コ
ー
ス
変

更
後
の
利
用
状
況
は
若
干
で
す
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
利
用

者
は
依
然
と
低
い
水
準
に
あ
る
の

で
、
今
後
「
公
共
交
通
の
あ
り
方
」

に
つ
い
て
市
営
バ
ス
や
樽
見
鉄
道

の
方
向
を
み
い
だ
し
て
行
き
ま
す
。
 

   　
固
定
資
産
税
の
賦
課
が
さ
れ
る

と
聞
い
た
が
、
支
払
う
と
こ
ろ
は

ど
こ
な
の
か
。
 

　 
 

内
藤
・
市
長 

　
昨
年
12
月
か
ら
、
岐
阜
県
岐
阜

振
興
局
並
び
に
総
合
企
画
部
市
町

村
課
に
経
緯
等
を
説
明
、
協
議
の

結
果
、
総
務
省
自
治
税
務
局
固
定

資
産
税
課
に
お
い
て
、
任
意
組
合

で
も
課
税
が
で
き
、
近
傍
の
土
地

の
課
税
状
況
か
ら
賦
課
す
る
こ
と

が
適
当
と
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
 

　
今
後
課
税
に
つ
い
て
は
、
地
元

任
意
団
体
と
調
整
を
は
か
り
進
め

ま
す
。
 

鍔
本
　
規
之
議 

員 

「
郵
送
サ
ー
ビ
ス
」
で 

市
と
し
て
は
、
現
在
の
制
度
を 

市
民
に
周
知
し
て
、
よ
り
よ
い 

結
果
で
あ
る
よ
う
に
連
携
を
密 

に
し
て
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

諸
証
明
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を 

 

多
く
の
市
民
に
、
サ
ー
ビ
ス
内 

容
を
明
ら
か
に
伝
え
る
こ
と
と
、 

「
郵
送
サ
ー
ビ
ス
」
よ
り
、
さ 

ら
に
行
き
届
い
た
、
「
宅
配
サ 

ー
ビ
ス
」
を 

課
税
す
る
方
向
で
進
め
ま
す 

更
な
る
改
善
策
を
探
求 

長
屋
地
区
の
土
地（
多
目
的
広
場
） 

の
税
金
等
は 

も
と
バ
ス
の
今
後
の
運
行
は 

▲糸貫川多目的広場 



本巣消防分署建設現場　視察 
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●委員会活動● 

委員会活動 

委員会 
総務企画 
委員会 
3月8日（木） 

総務企画 審査付託議案 

協議議案　 

　　消防団真正方面隊は３分団から２分団になるが、地域の境はどこになるのか。 

　　現在の３分団のうち第１分団を旧名鉄揖斐線を境に南北に分け、新たに第１、第２分団に再編する。 

　　県税徴収委託金が前年度予算より増額となっているが理由は。 

　　納税者1人あたり４,０００円の改正による増。 

　　防災行政無線の工事進捗状況は。 

　　１７年度から１９年度の３カ年計画で整備。１９年度は公用車等の移動系無線整備や市内企業に申請により、

　　戸別受信機を設置する計画。 

　　もとバスの運行について、新たな考えは。 

　　近隣市町の例を参考にしながら、また、特に交通弱者に対応していきたい。 

　　若者交流事業の成果は。 

　　１８年度２回実施し２００名余の参加があり、アンケート調査では好評でした。 

平成１９年度一般会計予算（関係部分） 

その他 
消防団真正方面隊車庫新築予定場所及び本巣消防分署建設工事現場の現地視察を行いました。 

１.副市長の定数を定める条例 

２.地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 

３.議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正

する条例 

４.職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

５.市の公益法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例 

６.行政手続条例の一部を改正する条例 

７.基金条例の一部を改正する条例 

　　基金で取得した未活用地の払い下げ価格が高いのでは。 

　　普通財産の払い下げ基準により価格を設定したい。 

８.自主運行バス条例の一部を改正する条例 

 

 

いずれも全員賛成 

 



根尾生活支援ハウス　視察 
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議会だより 2007年5月1日発行　第14号 本 巣 市 
●委員会活動● 

委員会 
文教福祉 
委員会 
3月12日（月） 

文教福祉 審査付託議案 

協議議案　 

　　克雪対策事業の執行状況は。依頼が多くなった場合、予算については補正で対応できるのか。 

　　屋根のひさし補強事業については４件実施。屋根雪降し事業については無し。 

　　１９年度に雪の被害等が多くなれば、補正予算で対応したい。 

平成１９年度一般会計予算　（関係部分） 

その他 
・「トンネルじん肺根絶の抜本的な対策を求める意見書について」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　   ・・・・発案することに決定 
・糸貫川多目的広場建設現場、根尾デイサービスセンター及び根尾 
  生活支援ハウスを視察訪問しました。 
 

 

　　淡墨桜浪漫ウォークは１９年度も、１８年度と同様の規模で行うのか。 

　　同様に実施したい。また、市内の児童、生徒の参加を検討したい。 

　　給食センター新築により、今の給食センターの機材等を地域の公民館に払い下げの検討は。 

　　使える物は極力使用する。運搬車については１０年使用しているため、４台を購入。機材は破棄し、 

　　払い下げは検討していない。 

　　本巣市、学校給食費の滞納状況は。また根尾小学校の夏のプールの監視時の日よけ対策は。 

　　給食費の滞納率は０.８％。金額は２月1日現在で６７３万円あまり。テントを購入予定。 

１.平成１９年度国民健康保険特別会計予算 

　　 レセプト点検の状況は。保険証のカード化の時期は。国保基金はどれくら

いが適正か。 

　　 件数は縦覧点検が月９,８００件ほど、収納点検が１２,０００件ほど。カード化に

ついては、今年１０月の保険証更新時、または来年の４月ごろと考えている。 

　　　基金については医療給付費の３ヶ月を積み立てるのが基本。６億円くらい

が適正と考えている。 

２.平成１９年度老人保健医療特別会計予算 

　　 平成２０年度から開始される後期高齢者医療の対象者は全て把握できるのか。 

　　 問題はない。 

３.非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 

４．小規模授産所条例の一部を改正する条例　　　　　　　　 

５．老人福祉センター条例の一部を改正する条例　　　　　　　　　 

６．糸貫高齢者生きがいセンター条例の一部を改正する条例　　　　　　　　 

７．デイサービスセンター、在宅介護支援センター及び根尾生活支援ハウス条例の一部を改正する条例 

８．糸貫ぬくもりの里条例の一部改正する条例　　　　　　　　　　 

９．体育施設条例の一部を改正する条例　　　　　　　　　　 

 

いずれも全員賛成 
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議会だより 2007年5月1日発行　第14号 本 巣 市 
●委員会活動● 

審査付託議案 

協議議案 

その他 

　猿追い犬についてどのように実施するのか。また具体的な計画は。 

　生後１、２年の犬を長野県安曇野市で５ヶ月間、猿を追うことと、人に危害を与えないことを訓練。 

　今年度は根尾地域において実験的に２頭を予定。 

　有害鳥獣であるヌートリアの捕獲の罠が禁止になったが、他の方法は。 

　現在、有効な市販品はなく開発中。 

　もとす産業祭は継続していく事業か。 

　今後、検討していく。 

　うすずみ温泉の補修工事の内容は。 

　ポンプの交換等、より緊急性の高いものから実施していく。 

　農地・水・環境保全向上対策事業の進行状況と申込期限はいつまでか。また、書類作成の助言をお願いしたい。 

　平成１９年度から５年間の事業で、４４地区の申し込みがあったが、３月１２日現在３９地区となっており、６月末 

　までは申し込み可能。書類作成については、説明を申し上げていきたい。 

 

　公図の閲覧が交付になるが、影響は。 

　閲覧される方のほとんどが交付を希望されるため、今回改正をお願い 

　するもの。 

 

１.小口融資条例の一部を改正する条例 
２.手数料徴収条例の一部を改正する条例  
 
 
 

３.道路占用料等徴収条例の一部を改正する条例 
４.平成１９年度簡易水道特別会計予算 
５.平成１９年度農業集落排水特別会計予算 
６.平成１９年度公共下水道特別会計予算 
７．平成１９年度水道事業会計予算 

・本巣市都市計画マスタープラン作成について、執行部から説明を受けました。 
・「日豪EPA/FPA交渉に対する意見書」・・・発案することに決定 
 

平成１９年度一般会計予算　（関係部分） 

委員会 
産業建設 
委員会 
3月13日（火） 

産業建設 

委員会活動 

議
会
議
員 

活
動
日
誌 

場
　
所 

日    

時 

岐
阜
県
市
議
会
議
長
会
議
 

も
と
す
広
域
連
合
議
会
運
営
委
員
会
 

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
 

産
業
建
設
委
員
会
協
議
会
 

も
と
す
広
域
連
合
議
会
定
例
会
 

も
と
す
広
域
連
合
議
会
老
人
福
祉
委
員
会
 

も
と
す
広
域
連
合
議
会
総
務
介
護
委
員
会
 

も
と
す
広
域
連
合
議
会
療
育
医
療
衛
生
委
 

員
会
 

も
と
す
広
域
連
合
議
会
定
例
会
 

ほ
ほ
え
み
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
祭
 

議
会
運
営
委
員
会
 

西
濃
環
境
整
備
組
合
議
会
定
例
会
 

本
巣
消
防
事
務
組
合
議
会
 

新
春
い
け
ば
な
展
 

議
会
運
営
委
員
会
 

も
と
す
郡
森
林
組
合
通
常
総
代
会
 

議
会
全
員
協
議
会
 

外
山
郵
便
局
と
の
委
託
契
約
調
印
式
 

本
巣
市
遺
族
連
合
会
戦
没
者
慰
霊
祭
 

「
揖
斐
川
地
区
」
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
 

既
成
式
 

本
巣
消
防
事
務
組
合
・
本
巣
市
消
防
団
 

林
野
火
災
防
御
訓
練
 

定
例
会
１
日
目
 

議
会
運
営
委
員
会
 

議
会
全
員
協
議
会
 

定
例
会
２
日
目
 

    

シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
美
濃
加
茂
 

 本
巣
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
 

糸
貫
分
庁
舎
 

 大
和
園
 

    市
民
文
化
ホ
ー
ル
 

 西
濃
環
境
整
備
組
合
 

本
巣
消
防
本
部
 

真
正
体
育
セ
ン
タ
ー
 

 根
尾
文
化
セ
ン
タ
ー
３
Ｆ
 

  岐
阜
護
国
神
社
 

揖
斐
総
合
庁
舎
 

 本
巣
中
学
校（
大
平
山
一
帯
） 

         

２
日（
金
） 

 ６
日（
火
） 

８
日（
木
） 

１３
日（
火
） 

１４
日（
水
） 

 １５
日（
木
） 

 １６
日（
金
） 

１８
日（
日
） 

１９
日（
月
） 

２０
日（
火
） 

２３
日（
金
） 

２５
日（
日
） 

２６
日（
月
） 

 ２７
日（
火
） 

２８
日（
水
） 

１
日（
木
） 

２
日（
金
） 

 ４
日（
日
） 

 ５
日（
月
） 

 ６
日（
火
） 

７
日（
水
） 

    

いずれも全員賛成 

２月 ３月 
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議会だより 2007年5月1日発行　第14号 本 巣 市 
●Ｈ１８年度補正予算決まる● 

    総
務
企
画
委
員
会
 

中
学
校
卒
業
式（
４
校
） 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
合
同
卒
団
式
 

文
教
福
祉
委
員
会
 

産
業
建
設
委
員
会
 

議
会
全
員
協
議
会
 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
に
関
す
る
協
定
書
調
 

印
式
 

定
例
会
３
日
目（
一
般
質
問
） 

議
会
運
営
委
員
会
 

早
春
淡
墨
桜
浪
漫
ウ
ォ
ー
ク
出
発
式
 

糸
貫
こ
と
ぶ
き
大
学
閉
校
式
 

定
例
会
４
日
目
 

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
 

真
桑
文
楽
上
演
 

幼
児
園
・
幼
稚
園
卒
園
式（
３
園
） 

小
学
校
卒
業
式（
６
校
） 

保
育
園
卒
園
式（
５
園
） 

本
巣
市
土
地
開
発
公
社
理
事
会
 

表
敬
訪
問（
カ
ナ
ダ
　
デ
ボ
ン
町
来
庁
） 

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
 

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
 

岐
阜
地
域
肢
体
不
自
由
児
母
子
通
園
施
設
 

組
合
議
会
 

消
防
団
入
退
団
式
 

学
校
教
職
員
服
務
宣
誓
式
 

東
海
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
 

う
す
ず
み
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
 

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
 

い
び
川
温
泉
　
藤
橋
の
湯
　
竣
工
式
 

神
海
浄
化
セ
ン
タ
ー
通
水
記
念
式
典
 

  

     各
中
学
校
 

市
民
文
化
ホ
ー
ル
 

 糸
貫
分
庁
舎
 

     本
庁
舎
前
 

   本
郷
物
部
神
社
 

各
幼
児
園
・
幼
稚
園
 

各
小
学
校
 

各
保
育
園
 

本
巣
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
 

 う
す
ず
み
温
泉
 

 岐
阜
市
役
所
 

 市
民
文
化
ホ
ー
ル
 

 四
日
市
都
ホ
テ
ル
 

淡
墨
公
園
 

 揖
斐
川
町
 

神
海
浄
化
セ
ン
タ
ー
 

 

    ８
日（
木
） 

９
日（
金
） 

１０
日（
土
） 

１２
日（
月
） 

１３
日（
火
） 

１４
日（
水
） 

  １６
日（
金
） 

 １７
日（
土
） 

１８
日（
日
） 

２０
日（
火
） 

 ２１
日（
水
） 

２２
日（
木
） 

２３
日（
金
） 

２６
日（
月
） 

 ２７
日（
火
） 

 ２８
日（
水
） 

２９
日（
木
） 

 １
日
（
日
） 

３
日
（
火
） 

１０
日（
火
） 

１２
日（
木
） 

１３
日（
金
） 

１９
日（
木
） 

２５
日（
水
） 

 

Ｈ１８年度補正予算決まる 
◎一般会計補正予算・・・△9551万8千円（賛成多数） 
主な内容 

その他の補正予算 （いずれも全員賛成） 

◎ 歳　　入 
市民税法人分 
主にモレラ岐阜の法人数の増及び景気回復による企業の業績向上による増額 
まちづくり交付金 
県支出金からの組み替え及び加配による増額 
県補助金 
主に組み替え・事業費・交付金決定等に伴う減額 
　 

４８５８万３千円 
 

　５億２５２０万円 
 

　△４億９５０４万９千円 
 
 ◎ 歳　　出 

議会費 
費用弁償の単価の減に伴う減額 
企画費 
樽見鉄道運営資金としての貸付金 
衛生費 
合併処理浄化槽設置整備事業補助金 
土木費 
西部連絡道路整備事業（物件移転補償費・登記業務等手数料・土地購入費等） 
災害復旧費 
入札による事業費の減額 
 

国　民　健　康　保　険　特　別　会　計
 

 
老　人　保　健　医　療　特　別　会　計 
簡　易　水　道　特　別　会　計 
農　業　集　落　排　水　特　別　会　計 
公　共　下　水　道　特　別　会　計 
 

水　道　事　業　会　計 

事 業 勘 定  
施 設 勘 定  
 
 
 
 
収益的収入  
収益的支出  
資本的収入  
資本的支出  

△５１０万２千円 
２３万２千円 

△２億５１０万４千円 
△５７４８万８千円 
△１５６７万４千円 
△４２２３万９千円 

６８万６千円 
６８万６千円 

△２１５３万８千円 
△１９５１万７千円 

△２２０万９千円 
 

　１５００万円 
 

　△１７２７万７千円 
　 

△３３０７万６千円 
 

　△３４５３万９千円 

３月 ４月 
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 億6200万円に決まる 

議会だより 2007年5月1日発行　第14号 本 巣 市 
●19年度予算決まる● 

 

◎ 岐阜県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙 
　 　市長　内藤正行 

◎ 国民保護計画の報告　　　   

◎ 固定資産評価審査委員会委員の選任（全員賛成） 
　 　 佐々木博嗣さん（根尾水鳥）、桑原弘光さん（外山）、杉山行生さん（七五三）、浅井善己さん（小柿）、 
　　　安藤秀司さん（軽海） 

◎ 人権擁護委員候補者の推薦（全員賛成） 
　 　 山本幸雄さん（法林寺）、藤澤光枝さん（神海） 

◎ 教育委員会委員の任命（全員賛成） 
　 　 大島　等さん（根尾板所） 

◎ 副市長の定数を定める条例（全員賛成） 

◎ 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例（全員賛成） 

◎ 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例（全員賛成） 

◎ 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（全員賛成）　 

◎ 公益法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例（全員賛成） 

◎ 行政手続条例の一部を改正する条例（全員賛成） 

◎ 基金条例の一部を改正する条例（全員賛成） 

◎ 非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例（全員賛成） 

◎ 自主運行バス条例の一部を改正する条例（全員賛成） 

◎ 小規模授産所条例の一部を改正する条例（全員賛成） 

◎ 老人福祉センター条例の一部を改正をする条例（全員賛成） 

◎ 糸貫高齢者生きがいセンター条例の一部を改正する条例（全員賛成） 

◎ デイサービスセンター、在宅介護支援センター及び根尾生活支援ハウス条例の一部を改正する条例 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（全員賛成）  

◎ 糸貫ぬくもりの里条例の一部を改正する条例（全員賛成） 

◎ 小口融資条例の一部を改正する条例（全員賛成） 

◎ 手数料徴収条例の一部を改正する条例 （全員賛成） 

◎ 道路占用料等徴収条例の一部を改正する条例（全員賛成） 

◎ 体育施設条例の一部を改正する条例（全員賛成） 

◎ 岐阜県市町村職員退職手当組合規約の一部を改正する規約（全員賛成） 

◎ 岐阜県市町村会館組合規約の一部を改正する規約（全員賛成） 

◎ 議会委員会条例の一部を改正する条例（全員賛成） 

◎ 議会会議規則の一部を改正する規則（賛成多数） 

 

 



19年度予算は総額257 
◎一般会計予算…153億7000万円（賛成19、反対1） 

主な内容 
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　　　会　計　名 

一般会計 

国民健康保険特別会計 

老人保健医療特別会計 

簡易水道特別会計 

農業集落排水特別会計 

公共下水道特別会計 

水道事業会計 

　　（収益的事業） 

　　（資本的事業） 

合計 

予算額　   

153億7000万円 

35億2600万円 

31億5000万円 

6億円 

12億1300万円 

7億9600万円 

 

3億1600万円 

7億9100万円 

257億6200万円 

増減額　   

8億7000千円 

2億9800万円 

△1億5000万円 

2億1400万円 

△6700万円 

3億5800万円 

 

△3200万円 

2億円 

16億9100万円 

増減率   

6.0％増 

9.2％増 

4.5％減 

55.4％増 

5.2％減 

81.7％増 

 

9.2％減 

33.8％増 

7.0％増 

放送・通信基盤整備推進事業 
ケーブルテレビ整備に関する事業者支援補助　 
　 
モレラ岐阜駅待合所整備事業 
県産材（間伐材）を活用した待合所の整備 
　 
農地・水・環境保全向上対策共同活動支援事業 
農地及び農業用水などの資源の保全を共同で展開する団体に対し 
地域協議会が交付する交付金に係る負担金等（負担率１／４） 
　 
農業用排水路整備事業 
用水路改良工事（新町地内揚水機設置、北屋井地内揚水機設置、山口地内横井用水） 
排水路改良工事（竹後地内、春近地内、上保地内） 
　 
林道改良事業 
 
西部連絡道路整備事業 
工事予定箇所　　長屋地内、山口地内 
 
消防車庫整備事業 
真正方面隊の消防車庫（分団統合型）の整備 
 
学校給食センター建設事業 
施設能力　　５，５００食／日　　　　床面積　　２，７６０㎡ 
 
特別会計・企業会計（国保会計は賛成多数、ほか５会計は全員賛成） 
 
 
 

１億円 
 
　 

６３０万円 
 
　 

１３９４万２千円 
 
　 
 

５８９１万５千円 
 
　 
 

２７４０万円 
 

３億５３９９万７千円 
 
 

５４３４万３千円 
 
 

１５億５９００万８千円 
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更生保護女性会は、次代を担う青少年の健全育成に努め、

一人ひとりが人として尊重され、心豊かに生きられる明るい

社会をめざそうと、あつい志をもった女性たちによる組織です。

現在は、本巣市、瑞穂市、北方町が連携をとり76名（本巣市40名）

の会員により、自発的、自主的に、地域性を生かしながら

ボランティア活動をしています。

登校する中学生に 
「愛の鈴」を手渡し 

▲
 

▲押し花入りの愛のメッセージづくり 
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12◎村瀬明義　 ○臼井悦子　 遠山利美 　舩渡洋子 　黒田芳弘 

■根尾支部　川口 10581-38-2670 
■本巣支部　筑間 10581-34-2100 
■糸貫支部　竹田 1058-324-8600 
■真正支部　中村 1058-324-1474 
 
 
 

連絡先  


